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環境教育掲示用教材の活用例

環境問題について調べて、自分にできることを実行しよう。

水を大切にする都市を目指して

　自分たちの日々の生活や行動が地球環境保全につながることについて理解し、環
境に配慮した生活を心掛けていこうとする態度を育てる。

環境学習の視点

　水の大切さや安全な水供給について理解するとともに、様々な環境問題に対し
自分にできる取組を考え、実践する。

ねらい

活動例

 活動内容（○主な活動） 教師の支援（◇留意点） ◆掲示用資料等との関連

○ 掲示用教材❶、❷を見て、水の大切さ
と使われ方について話し合う。

◇ グラフやイラストを基に、水の大切
さに気付かせる。

◇ ふだんの暮らしの中での水の使われ
方について考えさせる。

◆掲示用教材❶、❷
◆ワークシート1

○ 掲示用教材❸を基に、安全でおいしい
水が家庭に届くまでの流れについて、
個人やグループで調べるとともに、学
級全体で話し合う。

◇ イラストを基に、水の循環や浄水に
ついて理解させる。

◆ 掲示用教材❸
◆ワークシート2

○ 掲示用教材❹を基に、水は限りのある
資源であることについて話し合う。

○ 掲示用教材❺を基に、海水の淡水化に
ついて話し合う。

◇ グラフを参考に、人間が飲み水など
に使用できる量は、少ないことを理
解させる。

◇ 飲み水を得るための取組について理
解させる。

◆ 掲示用教材❹

◆ 掲示用教材❺

○ 掲示用教材❻を参考に、水の大切さ
とともに環境問題全体について話し合
い、自分にできる取組について考える。

 ◇ 環境問題について、これまでの生活
を振り返らせるとともに、自分にで
きる取組について考えさせる。

◆ 掲示用教材❻
◆ワークシート3

○気付いたことや感想を発表する。 ◇ 児童一人一人が地球環境保全につ
ながる生活を心掛ける必要性に気
付くよう、活動を振り返らせる。

安全でおいしい水を供給するための
取組について考えよう

小学校高学年版

環
かん
境
きょう
問題について調べて、自分にできることを実行しよう。

水を大切にする都市を目指して

年　 　 　組   　名前

毎日、どのくらい水を使っているか調べてみよう。

安全でおいしい水を供
きょう

給
きゅう

するための取組について話し合おう。

自分にできる取組を考えよう。

1

2

3

-1-- 4-

環境教育掲示用教材 解説書 ワークシート

環境教育掲示用教材　解説書

　東京都教育委員会では「東京都教育ビジョン（第３次・一部改定）」の中で、体験的な活動等を取り入れた
環境学習を通じて、子供たちが自主的・積極的に環境保全活動に取り組むことが重要であると示しています。
　環境教育掲示用教材は、児童・生徒に地球環境保全に関する必要な知識を与えるとともに、３Ｒをはじめ
とする環境に配慮した行動の大切さを理解させ、その実践を促すことを目的として作成した教材です。
　本解説書では、学校の授業等で活用できるよう、環境教育掲示用教材を活用した活用例等を紹介します。

環境教育掲示用教材の特徴

　地球環境保全に関する課題を各回のテーマに設定し、児童・生徒が地球環境保全
に高い関心をもち、環境に配慮した行動を促す内容を掲載します。

特徴１

　発達段階に応じた内容となるよう、小学校低学年版、小学校中学年版、小学校高
学年版、中学校・高等学校版の４種類を作成します。

特徴 2

　都内公立学校の全ての学級に年４回配布し、教室等に掲示することを通して、環
境教育への取組を支援します。

特徴 3

　学校の授業等で活用できるよう、短時間の活用例等を紹介した解説書と児童・生
徒用のワークシートを添付します。

特徴 4

東京都教育委員会編集・発行：東京都教育庁指導部義務教育指導課

小学校高学年版
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❶❷　水の使用量と汚れの量（出典：東京都水道局）

❸　東京都の水道水（出典：東京都水道局）
　都内の約8割の水源は、利根川水系が担っています。
その全浄水場では高度浄水処理を行っています。また、
震災時などでも給水を確保できるように取水から給水に
至る水道システム全体の耐震化を進めています。
　東京都の見学施設には、東京都水の科学館、東京都水
道歴史館、奥多摩水と緑のふれあい館があります。
　また、河川や海の水質汚染を防止するため、工場など
での排水基準を定めています。このような対策により、
都内の河川水質は、以前に比べて改善されてきました。

❹　地球上の水の量
　   ( 出典：国土交通省「日本の水資源の現況　平成29 年」)

　地球上に存在する水の量は、およそ14億km3 である
といわれています。そのうちの約97.5％が海水等であ
り、淡水は約 2.5％です。この淡水の大部分は南・北極
地域などの氷や氷河として存在しており、地下水や河
川、湖沼の水などとして存在する淡水の量は、地球上の
水の約 0.8％です。さらに、この約0.8％の水のほとん
どが地下水として存在し、河川や湖沼などの水として存

在する淡水の量は、地球上に存在する水の量のわずか約
0.01％、約 0.001億 km3 にすぎません。

❺　海水淡水化の方式
・ 蒸発法（海水を加熱して蒸発させ、発生した水蒸気を 

 冷却して淡水を得る方法）
・ 逆浸透法（水は通すが、塩分は通さない半透膜で容器 

 を仕切り、その片側に海水を入れ海水に圧力を加える 
 ことによって淡水だけを透過させる方法）

・ 電気透析法（陽イオン交換膜と陰イオン交換膜の間に 
 海水を通し、両膜の外側から直流電圧をかけることに  
 より、膜を通して海水中の塩素イオンとナトリウムイ 
 オンを除去して淡水を得る方法）

◆　東京都の取組
・ 都内の川で清流を復活させる取組のほか、600以上あ 

 る東京の湧き水の保全・回復に取り組んでいます。
・東京湾の水質や水生生物の調査・研究を行っています。　

❻　持続可能な社会の実現のために
　様々な環境問題は、私たちの生活に深く関わり合って
います。環境問題は、今だけの問題ではありません。こ
れから未来の人々や社会のために、私たちが今できるこ
とを考え、実行していくことが大切です。
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区市町村名 施設名称 所在地 問合せ先

瑞穂町 みずほエコパーク 瑞穂町大字箱根ケ崎 1736 042-557-5364

日の出町 東京たま広域資源循環組合 西多摩郡日の出町大字大久野 7642 042-597-6151

檜原村 檜原都民の森 西多摩郡檜原村数馬 7146 042-598-6006

奥多摩町

奥多摩都民の森 西多摩郡奥多摩町境 654 0428-83-3631

奥多摩　水と緑のふれあい館 西多摩郡奥多摩町原 5 0428-86-2731

奥多摩ビジターセンター 西多摩郡奥多摩町氷川 171-1 0428-83-2037

山のふるさと村ビジターセンター 西多摩郡奥多摩町川野 1740 0428-86-2551

大島町 東京都立大島公園・動物園 大島町泉津字福重 2 04992-2-9111

利島村 利島村郷土資料館 利島村 248 04992-9-0331

新島村 新島村博物館 新島村本村 2-36-3 04992-5-7070

神津島村 神津島村郷土資料館 神津島村 118 04992-8-0947

三宅村 三宅島自然ふれあいセンター（アカコッコ館） 三宅村坪田 4188 04994-6-0410

御蔵島村 御蔵島観光資料館 御蔵島村 04994-8-2022

八丈町 八丈ビジターセンター 八丈島八丈町大賀郷 2843 04996-2-4811

青ヶ島村 丸山遊歩道 青ヶ島村無番地 04996-9-0111

小笠原村
小笠原ビジターセンター 小笠原村父島字西町 04998-2-3001

小笠原海洋センター 小笠原村父島字屏風谷 04998-2-2830

東京都の主な環境学習施設

編集・発行：東京都教育庁指導部義務教育指導課


